
緒 言

道南地方では，農家戸数の減少に伴い，余剰農地の発

生が懸念される。このため，水田を中心に，農地をいか

に効率的に利活用するかが課題となる。特に道南南部

は，水稲良食味中生品種の直播栽培適地であり，水田農

業ビジョン等でも水稲直播栽培の導入と拡大による農地

利活用の方向が示されている。しかし，現状では水稲直

播栽培の導入は一部にとどまる。そこで，本課題では，

道南南部を対象とし，水稲直播栽培の導入に際する課題

を整理するとともに，定着の前提となる経済的条件を明

らかにする。なお，本報告では，道南地方は渡島，檜山

地方を，道南南部は，函館市，旧上磯町（現北斗市），

旧大野町（同），七飯町，江差町，上の国町，厚沢部

町，乙部町を示す。

試験方法

道南地方を対象に，既往の成果 ）の手法により，

年の農家戸数と耕地面積を推計した。ここから，耕作放

棄地の発生回避に必要となる， 戸当たりの規模拡大面

積を試算した。

先駆的に水稲直播栽培を導入した経営を対象に，導入

に際する問題点を聞き取り調査した。調査は 年に，

渡島中部 経営，檜山南部 経営を対象として行った。

ここから，特性要因図を用いて聞き取り調査結果を体系

的に整理し，導入促進に向けた課題を検討した。

水稲直播栽培の技術体系を設定し，労働時間とコスト

を試算した。ここから，水稲直播栽培が採算を得るのに

必要な収量水準を算出した。

道南南部にみられる水稲複合経営の経営モデルを構築

し，水稲直播栽培導入の条件を線形計画法により検討し

た。

結 果

．今後の農地動向

道南地方では，離農の増加のもとで， 年の

年間に，渡島地方で耕地面積の ％，檜山地方で同

じく ％が流動化すると推計された。こうした農地を

有効利用するには， 戸当りの耕地面積を，渡島地方で

から へ，檜山地方で から へ

拡大することが必要とみられた（表 ）。

．水稲直播栽培導入の課題

先駆的に水稲直播栽培を導入した経営では，導入に伴

う問題点として，技術が未確立で収量水準が低いこと，

高額である水稲直播専用播種機の導入・利用体制がない

こと，水利や防除体制が移植栽培を基準とし直播栽培に

対応していないことの 点が指摘された（図 ）。

．水稲直播栽培のコストと経済性

湛水直播及び乾田直播について，道南南部に適した技

術体系を設定し，作付規模別の 当たりコストを試算

した（表 ）。移植栽培をおこなう経営が追加的に直播

栽培を導入する場合で，当面，新たに発生する直播専用

機のコストのみ負担し，移植栽培と供用する機械施設の
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道南南部を対象に，水稲直播栽培導入の条件を検討した。道南地方では，離農の増大のもとで，水稲直播

栽培等による作業効率化と農地利活用が重要となっている。水稲直播栽培導入の課題として，収量の向上，

専用播種機の導入・利用体制の構築，水稲直播栽培に対応した水利・防除体制の実現が指摘され，また水稲

直播栽培の定着には，湛水直播で 以上の収量確保が必要と試算された。今後，集約作物を主部門

とする水稲複合経営，及び地域ぐるみで分業化を徹底する営農集団において，水稲直播栽培導入の可能性が

見込まれる。
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コストは負担しなくても良く，また機械は 戸共同利用

とすると，湛水直播が採算を得るには 戸当たり

作付のときで 以上，乾田直播が採算を得るに

は 戸当たり 作付のときで 以上の収量

が必要と試算された。また，安定した導入に向けて，直

播栽培も利用するすべての機械施設のコストを負担する
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表 農地状況の予測 単位 戸， ， 戸

地 区 名

年の状況 年の推計

農家戸数 耕地面積
戸当り
耕地面積

農家戸数
戸当り面積
不変の際の
耕地面積

流動化面積
耕作放棄回避
に必要な 戸
あたり面積

渡島地方

檜山地方

注 年の農家戸数の予測方法は北海道立農業試験場資料第 号（ ）による。

図 渡島地方における水稲直播栽培導入に向けた課題の特性要因図

注 特性要因図を用いて聞き取り調査結果を体系的に整理した。

表 水稲直播栽培の 当たりコストと採算収量

湛水直播 乾田直播

種 苗 費（円 ）
肥 料 費（円 ）
農 業 薬 剤 費（円 ）
諸 材 料 費（円 ）
賃 料 料 金（円 ）
動 力 光 熱 費（円 ）
公 課 諸 負 担（円 ）
土 地 改 良・ 水 利 費（円 ）
小 農 具・ 被 服 費（円 ）
経 営 管 理 費（円 ）
機械費 ） 追加的導入コスト（円 ）

全 コ ス ト（円 ）

合計
機 械 費 の と き（円 ）
機 械 費 の と き（円 ）

採算
収量 ）

機 械 費 の と き（ ）
機 械 費 の と き（ ）

注 ） 機械費（追加的導入コスト） は，湛水直播の場合， 戸共同でコーティング機，レーザー均平機，直播播種機を導入する場
合の変動費と固定費を，乾田直播の場合，同じく 戸共同でコーティング機，レーザー均平機，直播播種機， 型ローラを導
入する場合の変動費と固定費を計上し，かつ水稲移植栽培との供用機械・施設に関する変動費と固定費は含まない。また，
機械費（全コスト） は，機械費（追加的導入コスト）に加え，水稲移植栽培との供用機械・施設の変動費と固定費を含む。

） 採算収量 は， 当たりコスト合計 当たり玄米販売単価 で算出し， 当たり玄米販売単価は 円 とした。
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とすると，湛水直播で （ 戸当たり 作

付），乾田直播で 以上（同 作付）の収量

が必要と試算された。

実際の水稲直播栽培の平均収量は渡島中部で

（ 年平均），檜山南部で

（ 年平均）であるが，品種別でみると年次間

で収量水準のばらつきがあり，上述の収量水準を満たさ

ない場合が見られた。

．道南南部における水稲直播栽培導入の可能性

道南南部の営農条件を考慮して水稲と他作物の複合経

営モデルを設定し，水稲直播栽培が経営に採り入れられ

る条件を検討した。函館近辺など，集約作物を主部門と

した水稲小規模複合経営が展開する地帯では，農家間で

代掻きと播種作業の受委託体制を組むことにより，水稲

直播栽培の導入が経済的に成立した。ただしこの場合，

集約作物から得られる収益で家計が維持できることが条

件とみられた。厚沢部川下流域など，水稲と転作作物に

よる複合経営が展開する地帯では，受託経営，委託経営

ともに水稲直播栽培導入が一定の経済性を得る試算結果

は得られず，また両者は作業料金をめぐって競合的な関

係になりやすく，水稲直播栽培の導入は容易ではないと

考えられた。中山間など離農が激しく，地域ぐるみで農

地の利活用を検討する必要のある地帯では，農家間分業

を徹底する営農集団体制を構築することで，水田転作助

成への依存を減らしつつ営農集団全体の経済性を高め，

農地を有効活用する可能性が認められた（図 ， ）。

図 水稲直播栽培を導入した営農集団体制

図 営農集団体制における経済的関係（試算値）



考 察

道南地方では，離農の増加のもとで，農地の利活用に

向けて水稲直播栽培導入への期待が高まる。また，道南

南部は，中生良食味品種の水稲直播栽培適地という好条

件にある。今後，道南南部で水稲直播栽培が定着するに

は，第一に，水稲直播栽培は，現段階で高い収量水準や

収益性を見込みにくいことから，導入を想定する農家で

は，水稲直播栽培の導入による水稲作の省力化と同時に

複合部門である集約作物の生産強化を徹底し，複合経営

全体として経済性を高めるという視点をもつことが重要

となる。第二に，水稲直播栽培の導入は，専用播種機等

の高額機械導入が前提となることから，水稲直播栽培導

入の経済性確保や導入効果の向上に向けて，作業受委託

体制の構築や，水稲直播栽培の担い手の特定と農家間分

業体制の構築など，それぞれの地区で組織的導入のあり

方の検討を進めることが重要となる。また第三に，移植

栽培を前提とした水利や防除体制という導入制約に対

し，水稲直播栽培導入の地域的意義について理解醸成を

はかり，それらの制度的条件の修正を促すことが重要と

なろう。
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